
歳

今回点数 0100点中

特記事項

前回点数 100点中 0

座ることは可能であるがほぼ全介助

全介助または不可能

ベッドからの起き上がり・座位は保てるが、移乗に介助必要。

全介助。

評価項目 点数

10

食事 5

0

採点方法

自立、自助具などの装着可、標準的時間内に食べ終わる

介護保険者番号

氏 名

採点基準・備考

標準時間5～30分。自助具使用にて自立

義歯の装着、促しの声掛け、エプロン、食事カット

全介助

車椅子使用外は自立

移乗動作のいづれかに介助は必要であるが、あとは自分でできる

生 年 月 日

性別

評価担当

大正　　昭和　　平成　　　

男性　　　　女性 年齢

10

全介助

評　価　日

点数

軽度の部分介助または監視を要する

介護度

部分介助

0

全ての整容動作が自立している。※項目記載に動作記載。

一部介助、全介助が必要。

Pトイレ、尿器使用しているが、洗浄なども出来る。
手摺りや福祉用具を使用しているが、自分でできる。

ズボンのお尻の部分を一部介助する必要・トイレットペーパーを取る・バ
ランスが不安定なため、支える程度の介助が必要となるがその他は自
分でできる。

全介助。全介助または不可能

トイレ動作

トイレの出入り、ズボン・下着
の上げ下げ、お尻を拭く、流
すなどが自分でできるかを評
価します。

10

自立

5

自立

部分介助、体を支える、衣服、後始末に介助を要する

車椅子とベッド間の移乗

車椅子でベッドに近づく、ブ
レーキをかける、フットレスト
を上げる、ベッドに乗り移る、
ベッドに横になることから、
ベッドから起き上がり、ベッド
に座る、車椅子に乗り移るま
でを評価します。

5

0

0

15

部分介助または不可能

整容

手洗い、洗顔、歯磨き、髭剃
り、化粧、髪を乾かすの準備
や動作が自分でできるかを
「自立」か「全介助」かで評価
します。

5

0 上記以外

介助なし(壁伝え含む)、装具、義足、杖、松葉杖、歩行器（車輪付きは
除く）を使用して45m以上歩ける。
 ※装具の場合は、継手のロックが自分できる。 

見守りまたはわずかな介助があれば45ｍ以上歩ける

車椅子を自分で操作して45ｍ以上移動ができる。車椅子で角を曲がる
こと、方向転換、テーブル・ベッド・トイレなどを含めた45m以上の移動が
できる

全介助

15

自立、ブレーキ、フットレストの操作も含む

入浴

浴槽に入る、シャワーを使う、
体を洗う、頭を洗うといった動
作が自分でできるかを2段階
で評価します。

入浴動作、シャワー浴、浴槽内に自分で入浴できる。
自宅での入浴は自立。

一部介助、全介助が必要。

5 自立

0 部分介助または不可能

常に便失禁がある

階段昇降

階段昇降では、階段を安全
に昇り降りができるかを3段階
で評価します。階段の段数は
とくに問われてはいない

10 自立、手すりなどの使用の有無は問わない

5 介助または監視を要する

0 不能

歩行

平地の歩行または車椅子の
移動ができるかを4段階で評
価します。

45M以上の歩行、補装具の使用の有無は問わず

10 45M以上の介助歩行、歩行器の使用を含む

5 歩行不能の場合、車椅子にて45M以上の操作可能

採点方法記載通り。

失禁がなく排尿コントロールが可能。
 脊髄損傷者などは収尿器の着脱や清掃管理ができていること。 

たまに尿器やトイレに行くまで間に合わず尿失禁することがある。
 収尿器の着脱や管理に介助が必要となる。

常に尿失禁がある。全介助が必要。

ときに失禁あり、浣腸、坐薬の取り扱いにに介助を要する者も含む

0 上記以外

着替えに全介助が必要となる。

介助なし、手すりや松葉杖、杖を利用して階段の昇降ができる

見守りまたはわずかな介助があれば安全に階段の昇降ができる 

階段昇降に全介助が必要

全ての衣類や靴、装具やコルセットの着脱ができる

標準時間5～15分

バーセルインデックス

排尿コントロール

排尿コントロールでは、失禁
がなくおしっこがないかを3段
階で評価します

10 失禁なし、収尿器の取り扱いも可能

5 ときに失禁あり、収尿器の取り扱いに介助を要する者も含む

0 上記以外

更衣

着替えでは、上衣・下衣・下
着・靴・装具などを着脱でき
るかを3段階で評価します。

10 自立、靴、ファスナー、装具の着脱を含む

5 部分介助、標準的な時間内、半分以上は自立で行える

0 上記以外

排便コントロール

排便コントロールでは、便失
禁がないかを3段階で評価し
ます。

10 失禁なし、浣腸、坐薬の取り扱いも可能

5

脊髄損傷者などは坐薬や浣腸を使っても良い。


